
都道府県医師会

当理事殿

厚生労働省における「今夏の熱中症対策の一層の強化について」

時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

さて今般、別添のとおり、厚生労働省健康局がん対策・健康増進課地域保健

室より、各都道府県等衛生主管部局宛に、「今夏の熱中症対策の一層の強化につ

いて(周知依頼)」の通知がなされ、本会に対しても情報提供がありましたので、

参考までにお送りします。

厚生労働省では、小職も委員であります「熱中症対策に関する検討会」にお

いて、「医学情報を含めた艮開寺的な患者発生情報の公表および、ソーシャルキャ

ピタルを活用した熱中症予防に関する情報の普及の実施」が提言されており、

熱中症予防対策の徹底には、関係部局と連携し、地域住民に身近なソーシャル

キャピタルの場である医療機関等の協力を得て、きめ細かな注意喚起を行うこ

とが望まれております。

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただき、よろし

くご高配のほどお願い申し上げます。
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日頃より厚生労働行政の推進に御協力いただき、厚く御礼申し上げます。

気温の高い日が続いており、国民一人一人に対して熱中症予防の普及啓発・注意喚起を行

う等、対策に万全を期すことが重要です。

厚生労働省において開催しております「熱中症対策に関する検討会」では、今夏の対策と

して、「医学情報を含めた艮開寺的な患者発生情報の公表および、ソーシャルキャピタルを活

用した熱中症予防に関する清報の普及の実施」が提言されたところです。

これを踏まえ、熱中症予防対策の徹底については、関係部局と連携し、地域住民に身近な

ソーシャルキャピタルの場である生活衛生同業組合、医療機関、ボランティア団体等の協力

を得て、きめ細かな注意喚起を行うようぉ願いをいたします。

なお、普及啓発の資料として、厚生労働省ホームページに掲載されている「熱中症予防の

普及啓発・注意喚起について(周知依頼)」(平成24年5月30日付事務連絡)別添のり一フ

レット(別添 1)

(htt ://WW.mhlw.0.'/stf/houdou/2r9852000002btfo-att/2r9852000002bt h. df)

や熱中症対策に関する検討会の資料

(htt ://W脚.mhlw.0.'/stf/shin i/2r9852000002f13d. htmD の活用をお願いします。

また、 7月20日~8月15日の期間において、前日の患者発生情報を厚生労働省ホーム

ページにて公表して参ります偶リ添2)。貴自治体におかれましては、従来の情報に加えて

この情報も活用し、熱中症対策の充実強化をお願いいたします。
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~皆さま1、取り組んていただきたいこと~

執中症の発生は7~8月がピークになります狭中症を正しく理解し、予防に努めてください。

ブ一 こ 0

熱中症になった場合も、適如な応急処置により救命することができます。

一人ひとりが、熱中症予防の正しい知識をもち、自分の体調の変化に気を
つけるとともに、周囲の人にも気を配り、予防を呼びかけ合って、熱中症
による健康被害を防ぎましょう。

を防くために

熱中症とは・・

.冒シ品夕j昼な1四1=

互圭S倒之生'塗ことにより、体内に熱がたまり、筋肉痛や大量の発汗、さらには
吐き気や倦怠感などの症状力江見れ、重症になると意識障害などが起こります。

急に暑く.気温が高い、湿度が高いなどの鑾捷耒住と、体調が良くない、
なった日は

特に注意!暑さに体がまだ慣れていないなどのM の調に..影響とが
ゞ重なることによ、致..'の' .

で、'部の7,'や均のバーン

.屋外で活動しているときだけでなく、室内で特に何もしていなくても

熱中症を発症し、救急搬送されたり、死亡する事伊仂達艮告されています.

熱中症の予防法

熱中症の予防には「水分補給」と「暑さを避ける』と」が大切てす

水分塩分補〒△

.こまめな水分・塩分の補給
(ヰ割こ高齢者、障害児・障害者の場合、のどの渇きを感じなくても、こまめ恋水分補給を)

熱中症になりにくい室内環境

.扇風機や,エアコンを使った温度調整

.室温が上がりにくい環境の確保(こまめな換気、

.こまめな室温確認、 VVBGT値(※)の把握
※WBGT値:温、湿度、幅射(放射)熱から出される、 で、熱中症予防のために運動や作業の強度に応じた基準値が定められています。

」で、観測値(全国で8地点)と予想値(全国各地)を閲できます。
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ひと、くらし、みらいのために
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厚生労働省
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体調に合わせた対策

.こまめな体温測定(特に体温調節機能が十分でない高齢者、障害児・障害者、子ども)

.通気性の良い、吸湿・速乾の衣服着用.保冷剤、氷、冷たいタオルなどによる体の冷却

外出時の主

.日傘や帽子の着用.日陰の利用、こまめな休憩.通気性の良、吸湿・速乾の衣艮着
用.天気の良い日は昼下がりの外出はできるだけ控える

エアコンを使わず
に我していると

熱中症につな力Cる

恐れがあります!

遮光力ーテン、すだれ、打ち水など)

室内にいる

ときも注意

が必要!
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熱中症が疑われる人をみカナアら

1.涼L生.)場所ヘ避難させる

2.衣服を脱がせ、畠体を冷飽空

3

生意していただきたいこと・お願いしたいこと

0暑さの感し方は人によって異なJます
.人間の体調や暑さに対する慣れなどが影響して、暑さに対する抵抗力(感受性)は個人
によって異なります。

つ1、暑さの抵抗力に合わせて、万全の予防を心がけましょう。.Ξ.＼' 言 この
ノ、

②高齢の方は特に注意力必要てす
.熱中症患者のおよそ半数は高齢者(65歳以上)です。高齢者は暑さや水分不足に対す
る感覚機能が低下しておの、暑さに対する体の調節機能も低下しています。

.のどの渇きを感じていなくても三莖め望丕公^をしたり、暑さを感じなくても扇風機

やエアコンを使って温度調整をするように心がけましょう。

③まわJ力協力して熱中症予防を呼び力け合うこと力大切てす
.一人ひとのが周囲の人に気を配の、熱中症の予防を呼びかけ合うことで、発生を防ぐこ
とができます。

については、固囲之笠1辛生1=.1亨生'.特に、熱中症ヘの注意が必要な富ま '

する

自力で水を飲めない、意識力ξな
い場合は、直ち区^
しましょう!

④節電を意識するあまり、熱中症予防を忘れないようご注意ください!
.夏期の電力不足に対して節電の取り組みが求められていますが、節電を意識しすぎるあ
まの、健康を害することのないようご注意ください。

こ=T屈含.気温や湿度の高い日には、江価1"尤Ξ エーフコ'.゛ ..^^ .
、厘戸

盈ようにしましょう。

し 竜抄で
〆.『

ようにしましょう。

執中症情報に関するホームページ

ニユアル、、症予防リーフレツト、予防力ード、さ指数 WBG'「予報まか..症環境

0 境省熱中症情報 htt : WWW.env.0.' cherniheat stro e
熱中症予防情報サイト htt h lth Heatstroke index.h mlWWW.nles.0

.天気予報、気象報、異常天候早期警戒報ほか
0気象庁熱中症に注意 h know kur shi n tsu.htmlma kishouWWW. ma.0

異常天候早期警戒情報 htt WWW. ma.0 0

.健康のために水を飲もう推進運
0厚生労省健康のために水を飲もう推進運動 hせ: WWW.mhlw.0.' to icsbuk okukenkousuldono ou

.職場における,中症予防対策
0厚生労働省職における労働衛生対策 ht: WWW.mhlw.0.' n r douki' nanzeneisei02.hml

.全国における熱中症傷病者救急搬送に関する報
0消防庁熱中症情報 WWW.fdm .0.' neut r 2.html

、
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ひと、くらL、みらいのために

)厚生労動省
テーマ別に探す

丞=ム>政策について>分野別の政策一覧>健康r療鮭塵>熱中症関連惰報

熱中症関連情報健康医療

厚生労働省の取組

る凱メ、のについて

地域の高翫者や障害者等の支援が必要な方に対する熱中症対策について、各自治体の取組事例を紹介しています。

報道・広報

施策紹介

熱中症関係省庁連絡会議

皿致

熱中症の予防と応急対策に係る矢畷の普及、熱中症対策関連惰報の周主区地域の実惰に応じた対策を推進するため、関係省庁の緊密な連携を確保し、熱中症対

策の効率的・効果的な実施方策を検討し、惰報交換を行うため、閏係省庁で構成する熱中症関係省庁連絡会議をき旦置しています。

熱中痔環靖保儷マニュアル、熱中痔予防リーフ1ノット・カード、暑さキ旨数(WBGT)予重屡ほか

政策について 厚生労省について

ここに掲します

文亨サイスの変

統計情報・白

大特大 Q 検索

こ意見募笑やハフりツクコメントはこちらヨ国民巷加の場

.

所の法令等 申請・ 報公開

.分野別の政策一覧
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7月7日0時~24時に報告された熱中症患者数

.ここに掲載している情報(即時情報という)は、厚生労働科学研究費補助金による「効果的な熱中
症予防のための医学的情報等の収集・評価体制構築に関する研究」研究班(研究代表者・三宅康史
(昭和大学医学部救急医学講座准教授)が、日本救急医学会の協力を得て収集した情報に基づいて
います。
.熱中症の発生が危倶される梅雨明け後の平成24年7月20日~8月15日の間、前日(0時~24時)に
報告された患者数等の即時情報を、報告翌日に公表します。(なお、土日曜日分は月曜に併せて公
表)

.即時情報は、協力の得られた医療機関からの任意の報告に基づくため、日々の患者数の変化の
程度、患者の年齢層の変化等の傾向の把握に使用し、他の関連情報と総合して対策を講じることが
重要です。
.研究班では、この夏の即時情報と、10月以降の詳細情報との分析等を通じて、即時情報に基づく
注意喚起の実施について研究を行うこととしています。
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歳

盾熱中症年齢別患者数 0

年齢別患者数

男女別(割合)
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女

36ツ 熱中症
報告数
36人

入院/宅(割合)
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歳歳上

62 1

男
640

発生場所(割合)

宅
4%

熱中症
報告数
36人

日陰・夜間
0%

*重症度について:1度は現場にて対応可能な病態、Ⅱ度は速やかに医療機関ヘの受診が必要な
病態、Ⅲ度は採血、医療者による判断により入院(場合により集中治療)が必要な病態を表してい
ます。(日本救急医学会「熱中症に関する委員会」の推奨する分類より)
*熱中症患者数の割合の算出に当たっては、端数処理(四捨五入)のため、割合の合計は100%に
ならない場合があります。
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